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実施機関名︓広島大学教職大学院学校マネジメントコース 
連携機関名︓東広島市教育委員会 

事業名︓ 
「【NITS・広島大学教職大学院コラボ研修】東広島市スクールリーダー育成研修」 
主タイトル及び副タイトル︓ 
「令和７年度東広島市スクールリーダー育成研修〜所属校の課題解決と参加者の資
質能⼒の向上とを⽬指したアクションリサーチ型研修〜」 
開催⽇時︓令和７年６⽉６⽇〜令和８年１⽉ 21 ⽇ 全５回（計５⽇間） 

第 1・4 回 13:50〜16:30、第 2・3・５回 12:50〜16:30 
開催場所︓東広島市寺⻄地域センター（広島県東広島市⻄条町寺 3166-1）他 
参加人数（総数）と参加者の属性︓(23 人)教職大学院教員３人、教育委員会
職員４人、参加者 11 人、前年度及び⼀昨年度参加者２人、教職大学院生 3 人 

⽬的︓ 
⽂部科学省が発表した令和６年３⽉に発表した「学校教員統計調査」で、本務教員(以下「教員」とする)

の平均年齢は、公⽴⼩学校及び公⽴中学校では前回調査時(令和元年度)より低下していることが明らかにな
っている。また、約 10 年前の平成 25 年度調査と年齢構成を比較してみると、⼩・中学校ともに 30 歳未満の
比率が上昇し、中堅層とも言える 30 代後半から 40 代の比率が低くなり、50 歳以上の比率も低下しているこ
とが明らかになっている。このような教員年齢構成は、現在の 50 代が退職し終える約 10 年間は続くと考えられ、
グラフはひょうたん型からフラスコ型に変わっていくと考えられる。そのため、今後は⼩・中学校ともに 20 代・30 代の
学校マネジメントに係る⼒量向上が求められている。 
 そこで、教育委員会と教職大学院が連携し、カリキュラム・マネジメントと組織マネジメントを基盤に、年間を通じ
て５回に渡り⽬標管理と連動した「アクションリサーチ型」研修を実施することにより、参加者が「主語」となって所属
校の諸課題を明らかにし、課題解決を図る過程を通して、スクールリーダーとしての自己の役割を自覚するととも
に、マネジメントの⼒量の向上を図る。また、「広島県教員等資質向上指標」を参考に、「教職員の研修履歴を
活用した対話に基づく受講奨励」による教員研修について、教職大学院と教育委員会との連携・協⼒のあり方に
ついて⼀つの提案をするものである。東広島市においては、令和３年度から本年度は５度⽬の研修実施であり、
これまでの成果と課題をふまえ、教職大学院と教育委員会の役割分担を明確にして実施することとする。 
内容 
① 第１回(６⽉)︓教職大学院教員が、本研修のねらい・内容・流れについて説明した後、「カリキュラム･マネ

ジメント」の講義･演習を⾏い、所属校の課題と重ね合わせてカリキュラム・マネジメントに係る基本的な内容
の理解を図った。 

② 第２回(７⽉)︓教職大学院教員が、「学校組織マネジメント」の講義･演習を⾏い、所属校における課題
解決のための組織マネジメントの基本的な内容の理解を図った。また、スクールリーダーとして、リーダー・マネー
ジャー・フォロワーの三つの機能について理解を図るとともに、その役割を果たしていくことの意識を高めた。ま
た、構想がより具体的にイメージできるよう、昨年度の本研修参加者の実践発表を⾏った。演習「所属校の
現状把握とビジョンの形成」では、所属校及び参加者自身の SWOT 分析を通して、9 ⽉から取り組む実践
を構想させた。 

③ 第３回(８⽉)︓⼀昨年度の本研修参加者が、所属校の課題である生徒の人間関係を広げ学習に前向
きに取り組む生徒を育てるため、校内でリーダー・マネージャー・フォロワーとしてどう取り組んだかを発表した。 
後半では、２つの⼩グループに分かれ、教育委員会の指導主事とともにグループディスカッション「所属校の課
題解決に向けての戦略」を⾏った。ここでは、参加者が自分の計画している実践案を発表し、他の参加者か
らアドバイスをもらい、計画を修正・具体化した。また、各学校の課題等を把握している指導主事からも、各
学校の状況に即した指導を⾏った。 
参加者は、教務主任や生徒指導主事など主任を任されている者や、⼩中連携の担当を担っている者まで
様々である。それぞれの⽴場で各校の課題から学校組織として解決していく方策について計画した。ある参
加者は本年度から⼩学校の音楽専科担当となり、自分がどういう⽴ち位置で他の先生方に関わればよい
か、音楽専科として、どうすれば児童も教職員も音楽を楽しむことができるかということについて悩んでいたが、
他の参加者から、音楽専科だからできることのアドバイスを受け、取組に対する意欲が高まっていた。 

④ 第４回(10 ⽉)︓⼩グループに分かれて、各参加者が９⽉からの実践状況をスライドで発表し、他の参加
者からアドバイスやコメントを、指導主事からは具体的なアドバイスをもらい、以降の実践に向けた改善計画を
作成した。他の参加者の発表を参考にしたり、意⾒交換をしたりすることを通して、参加者の多くが所属校の
課題解決への道筋をより明確にし、リーダー・マネージャー･フォロワーとしての役割を意識できるようになった。 



 

⑤ 第５回(１⽉)︓参加者それぞれが実践の成果と課題についてスライドで発表を⾏った。この回も他の参加
者からのアドバイスやコメントを受け取り、今年度の残った期間や来年度の取組に向けて、それまでの実践を
省察するとともに、次年度に向けて新たな構想を検討する手がかりを得た。 
「自分の役割と学校の課題を関わらせて、そこから自分にできることを⾒出されているところがすばらしかったで
す。音楽専科として、子どもも教員も音楽好きになるよう、担当されている学年だけでなく、全学年に関わら
れていて、すごくアイディアが豊富ですばらしいなと思いました。」（発表に対するコメントの⼀例）とお互いを
評価した。最後は市教育委員会の指導主事から、参加者⼀人⼀人の発表に対する講評が⾏われた。 

成果︓  
１ 参加者とその所属⻑に、広島県教員等資質向上指標（30 項⽬）を用いて事前・事後アンケートを４件
法で比較した。その結果、ほぼ全ての質問項⽬で評価結果が向上しており、三つの大区分のうち、特に｢生徒
指導｣の「管理職や関係職員との連携」では参加者が 2.73 から 3.44 に、所属⻑が 2.82 から 3.63 へと最
も大きく向上した。また、「授業」の「生徒指導」「組織マネジメント」のいずれの項⽬においても、特に、職員への
提案や助言・支援に関する項⽬で参加者・所属⻑の評価結果が大きく向上しており、校内で他者を巻き込
み、また、他者と協働して取組を進めることができるようになったことが明らかになった。 

２ 事後アンケートの自由記述では、参加者が「これまでは例年通りと考えてしまい、自分が変えることなどできな
いと思ってしまうことが多くありました。しかし、研修に参加させていただき、生徒実態を考え、どうすれば⽬標に近
づくことができるかを考えることができるようになりました。さらに、組織の⼀員として自分に何ができるか考え、⾏動
していくことが組織を円滑に動かすためには大切なことであると気づきました。」と述べるなど、当初の研修のねらい
に迫る成果を得ることができた。 

「NITS からの提案（第一次）」との関連における研修担当者としての気付き 
当研修では年間を通じて⽬標管理と連動した「アクションリサーチ型」研修を実施することにより、参加者が「主

語」となって所属校の諸課題を明らかにし、実践のテーマを自分で決め、課題解決を図る過程を通してスクールリ
ーダーとしての自己の役割を自覚するとともに、マネジメントの⼒量の向上を図ることをねらいとしている。つまり、参
加者が自らの教育実践を振り返り、その意義や課題について深く考えることや、他の参加者と相互に刺激しあうこ
とで「省察する教師」としての成⻑を⽬指している。 
 東広島市においては、本年度が５回⽬の実施となり、昨年度と⼀昨年度の参加者からの報告を踏まえ、これ
までにも増して参加者の気づきから探究的な学びが深まるよう、参加者同士の協議の視点を示し、お互いの学
びを深めるための評価シートの工夫やリーダー・マネージャー・フォロワーといった役割を常に意識させることで、成果
につながった。当研修の⽬的、内容、方法について参加者の意識をさらに高めることにより、さらなる成果の向上
を⾒込めると感じた。 
アイディアや工夫したこと︓  
１ 研修前半で、参加者自身と所属校の SWOT 分析を⾏い、所属校の課題を明確にし、自身のミッションと関
連付けて課題解決のための戦略や戦術、具体的取組を計画できるように設定した。 

２ 参加者の実践をまとめた資料集に、学校の特徴や学校経営計画を掲載することにより、｢参加者の実践の
理由や⽬的、⽬指す学校の在り方｣が分かりやすくなった。その際、「リーダー・マネージャー・フォロワー」の３つの
視点から具体的な取組について考えたことで、各自が成果や課題を認識しやすくなるようにした。 

３ これまでの参加者に実践報告を依頼することで、参加者同士の研修コミュニティの構築を⽬指した。 
 

 

主催する大学教員による理論研修ののち、参加者が学校の課題等から取り組みについて協議 取り組みの中間発表 

１年間の研修のまとめー各校での取り組みを全体で発表し、交流 市教育委員会課⻑挨拶 経験者の発表後に全体協議 


